
85名
76名
62枚
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0
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0
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ケアマネージャーのための研修会
～神経難病について～

実施日：平成30年９月18日

4.参考になった

5.日頃の業務において必要だと思ったから

１．実務経験年数について
３年未満
３年以上５年未満
５年以上１０年未満
１０年以上
無回答

２．研修会に参加しようと思ったきっかけ（複数回答）
1.講演を聞きたかったから
2.研修案内があったから
3.グループで多くの意見を聞きたかったから
4.修了証書がでるから

研修参加者（傍聴5名含）

1.参考にならなかった
無回答

2.あまり参考にならなかった
1.参考にならなかった
無回答

５．質疑応答について
5.非常に参考になった
4.参考になった

修了書発行人数
アンケート回収枚数

3.どちらともいえない
2.あまり参考にならなかった

3.どちらともいえない

6.職場の管理者・所属長や同僚に誘われたから

３．講演について
5.非常に参考になった
4.参考になった
3.どちらともいえない
2.あまり参考にならなかった
1.参考にならなかった
無回答

４．グループワークについて
5.非常に参考になった

0 10 20 30 40 50 60

1.講演を聞きたかったから

2.研修案内があったから

3.グループで多くの意見を聞きたかったから

4.修了証書がでるから

5.日頃の業務において必要だと思ったから

6.職場の管理者・所属長や同僚に誘われた…

２．研修会に参加しようと思ったきっかけ

３年未満

12.9%
３年以上５

年未満

12.9%

５年以上１

０年未満

24.2%

１０年以上

48.4%

無回答

1.6%
１．実務経験年数について

n=62

5.非常に参考
になった

62.9%

4.参考になった
37.1%

３．講演について

n=62

5.非常に参考
になった

33.9%

4.参考になった
58.1%

3.どちらともい
えない
4.8%

無回答
3.2%

４．グループワークについて

n=62

5.非常に参考
になった

24%

4.参考になった
55%

3.どちらともいえない
15%

無回答
6%

５．質疑応答について

n=62
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2
5
6
9
16
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21
42
51
58
60
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30
33
34

40

47
49
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54
57

No

2

7

15
16
25
26
40

問２-５．日頃の業務において必要だと思ったから　具体的回答

難病の利用者が複数おり、対応に必要な知識が得られると思った。

神経内科疾患（ALS)の方の対応で行き詰ってしまったので参考になればと思ったので
パーキンソン病や脊椎小脳変性症の利用者がいる
神経難病の利用者を担当しているから
今後ALS等を支援する上での知識を持ちたかったから
脊髄小脳変性症の困難ケースを担当しているから
最近担当したご利用者様の疾患と重なるため
難病患者ケースもあるので参考になると思ったから
神経難病の人、担当している人多いので
病気についての知識を得たかった
難病の利用者がいるため

毎回疾病と内服の知識やインフォーマルサービスなど症例に関する情報をいただけるのは助かります。今後も続けてほしい
です。

グループワークの人数もちょうどよく検討しやすかった。自分自身もALSの方を対応中で意思決定に関わることもあったり最
後をどこでと考えているところであったため参考になりました。改めて支援について考える機会になりました。

スタッフの方々お疲れさまでございました。
とても勉強になりました。今回の研修のテーマはとても興味深くまた業務の力にもなる内容でありがたかったです。

分かりやすく、ドラマ等の内容をもとに説明していただいたことで理解することができた。全ての人が病気と前向きに向き合え
る人達ではないため、病気だけでなく心にも寄り添う必要性があると感じた。

加齢による看取りと神経難病の看取りと介入が変わってくる等当然ですが目からうろこでした。（◎入院をすすめていくことも）

神経難病についてくわしく知ることができた。対応や薬のことCMとして気をつけなければならない事も改めて確認ができまし
た。グループワークでも他のCMから実際の体験や様々な考えを聞くことができてとても参考になりました。

神経難病について知識がなかったので非常に参考になりました。

神経難病の種類も多くは知らず、担当する利用者もパーキンソン病の方しか担当したことがないので今後ケアマネも疾患の
病状や考えられる予後もしくは本人やFaが悩んでいる内容などの理解が必要なのだと感じました。

居宅のケアマネが多いので施設（特養・老健・GH）でのグループ編成をして欲しいと思いました。施設での良い案が出ると思
います。

アルコール依存症

７．参加してみたい研修テーマなど

難病の症状によって進行状況を理解し、対応について学ぶことができた。

支援した経験はないですが支援する際の参考になりました。

神経難病でも、純粋型複合型であったりと進行の状況が違うと理解できた。とても身になる研修でした。ありがとうございまし
た。

難病と聞くと大変な疾患だからどうしようと思ってしまいがちですが本日の講義やグループワークを通して少し理解ができてと
思います。とても勉強になりました。

大変良い勉強になりました。これからの良い学びとなりました。ありがとうございました。

CM学会で出された（発表された）ケースの振り返り・多発性硬化症について
認知症、地域資源の活用について

６．感想、気づいたことや取り組みたいことなど

精神科（疾患、認知症も含めて）
今回のような病気や医療の知識について学ぶこと、医療事例を通じてのグループワークがとても勉強
になると思う。グループワークは自分の考えや対応についての見直しや確認になって良いと思う
是非、家族対応お願いしたいです。・災害時の勉強会、お薬手帳の話がありましたが参考になりまし
た。・アセスメントシートてつくば市で統一してはダメなんでしょうか？・最後まで口で食べるためには
の勉強会

ケアプランの基本。講師のケアプランを見たい

河野先生の講演が大変わかりやすく勉強になりました。

先生のお話が分かりやすく聞きやすい内容でした。グループワークで他のケアマネさんの取り組みの仕方を聞くことができと
ても参考になりました。

難病疾患に対するケアについての意見交換や専門医からの説明とても勉強になりました。
5人で話し合った結果も参考になった。他Gの発表も大変よかった。他の意見が沢山聞けるよい機会になった

神経難病の症状と特徴について整理して知識を学ぶことができた。
「河野先生への質問」の答えをぜひお聞きしたかったです。
告知ができないと今後の支援の説明が困難になっていくことに気づきました。とても参考になりました。
ケアマネジャーは医療職ではない人が増えてきているので今日のような難病など疾患に関する研修はありがたいです。

・グリーフケア・告知についてのフォロー・精神的支え方について・メンタルケアー
続編お願いします。（河野先生）わかりやすかったです。

河野先生の資料、お話とってもわかりやすかったです。『難病』なので難しい話になるかと覚悟していましたが昼食後でももの
すごく頭に入りました。資料の大きな文字、要点わかりやすく感謝です。ALS・グループワーク非常に参考になりました。
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年1回 2
年2回 17
年3回以上 9
その他 4
合計 32

月曜日 2
火曜日 11
水曜日 1
木曜日 1
金曜日 1
土曜日 0
日曜日 0
平日 5
その他 5
合計 26

問８　開催希望頻度・曜日

その他意見
４回は開催してほしい。無料で
毎月１回
４～６回定期的に必要

開催回数について

開催曜日について

その他意見
日中であればいつでも

いつでも

早くは判ればいつでも
昼間

年1回
6%

年2回
53%

年3回以
上

28%

その他
13%

開催回数

n=32

月曜日
8%

火曜日
42%

水曜日
4%

木曜日
4%

金曜日
4%

平日
19%

その他
19%

開催曜日

n=26

3


